
Development of semi-rigid Connections for Cast-in-place Pile Head 
Part 8：An experimental of construction  
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1 はじめに 

本報では引張軸力対応型杭頭半固定工法１）（以下、本

工法と記す）実施に向け、施工上の有効なデータを蓄積

するための実大施工実験を実施したので、その結果を報

告する。 

2 施工実験計画 

施工実験実施一覧を表１に示す。施工実験は、関東近

郊の 5 物件にて杭径φ900mm～φ1,200mm を対象とし、施

工手順の確認、施工精度の把握を目的に、引張定着筋の

取付方式と配置形状を変化させて実施した。 

本工法の施工フロー1)を図１に示す。 

3 施工手順の確認 

3.1 引張定着筋の施工(前施工) 

 ここでは、本工法特有のシースまたは先付定着筋の組

み込み手順について確認する。施工の流れは、①補強フ

レームの先組[現場組立(平組)]、②補強フレームと主筋

の仮固定、③シースまたは先付定着筋(先付方式)の固定、

④主筋取付け、⑤フープ筋取付けである。 

3.2 杭頭処理 

 ここでは、杭頭部に杭主筋が定着されない場合の杭頭

処理の施工性と、引張定着筋取付方式の差異が杭頭処理

に与える影響の有無を確認項目とした。 

3.3 ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順 

 ここでは、ＰＣリングの設置におけるＰＣリングのレ

ベル調整方法を確認する。また、シース方式による引張

定着筋の設置においては、①シース内の洗浄、②フープ

筋の追加、③シース内へのグラウト充填、④引張定着筋

の挿入、⑤杭頭接合部のモルタル材流し込みの手順を施

工性向上の観点から確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

単位:mm

鉄筋量 取　付　方　法 配置形状 サイズ
E21 φ1,000 11,300 4-D32  シース 円　形 φ400
E22 φ1,000 11,300 4-D32  先付 (機械式:ネジ) 円　形 φ400
E23 φ1,000 11,300 4-D32  先付 (機械式:スリーブ) 円　形 φ400
L4LB φ1,200 29,000 8-D38  シース 正方形 □500
R4RB φ1,200 29,000 8-D38  シース 正方形 □500
P2A φ1,200 15,600 6-D32  シース 円　形 φ600
P2B φ1,200 15,600 8-D32  シース 正方形 □520
P03A φ1,000 25,800 6-D32  シース 円　形 φ500
P03B φ1,000 25,800 6-D32  先付 円　形 φ500

施工実験５ 千葉県 P9 φ900 14,700 6-D32  シース 円　形 φ400

実験番号 場　所 杭番号 杭　径 杭　長
引　張　定　着　筋

施工実験１ 東京都

施工実験２ 千葉県

施工実験３ 東京都

施工実験４ 神奈川県

表１ 施工実験実施一覧 

図１ 施工フロー 

【シース方式】

【先付方式（機械式継手）】

【先付方式（打込み）】

※ 【シース方式】

【先付方式（機械式継手）】

※：先付方式（打込み）は、引張定着筋の施工（後施工）不要。

掘　　削

孔壁測定

底浚い

杭芯確認

重機据付

表層部掘削

表層ケーシング挿入

引張定着筋挿入

引張定着筋接合杭頭部緩衝材設置

ケーシング引抜き

PCリングセット

モルタル充填・引張定着筋セット

杭頭処理・捨コン打設

鉄筋かご建込

トレミー管セット

２次スライム処理

コンクリート打設

引張定着筋の施工 （前施工）

引張定着筋の施工 （後施工）

鉄筋かご組立（シースセット）

鉄筋かご組立
（引張定着筋埋設部セット）

鉄筋かご組立
（引張定着筋セット）

[先付方式(打込み)] 

[シース方式] 

補強フレーム 
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4 施工実験結果 

施工実験３(表１参照)における施工手順に合わせた現

場状況を写真１に示す。同写真の内、①,②は、図１に示

すフローの引張定着筋の施工(前施工)および鉄筋かご建

込に該当する。同じく③～⑤は杭頭処理・捨てコン打設

に、⑥はＰＣリングセットに該当する。また、⑦～⑪は

モルタル充填・引張定着筋セットに該当し、⑫に示す杭

頭部緩衝材(発泡ポリエチレン)を設置して引張対応型の

杭頭半固定工法が完了する。 

 同写真①,②から、在来工法(杭頭固定)のような定着筋

(主筋)が突出せず、シース方式の場合は定着筋が無いた

め、杭頭処理(③,④)に要する時間を軽減することができ

た。なお、設計上の必要杭径も事前に設置した杭頭整形

リング(①のリング状バンドプレート)で確保しているた

め、コンクリート端部の角欠けも発生せず、仕上げ状態

が良好であった。また、引張定着筋の配置形状を変化さ

せたが、円形ならびに正方形の違いによる差異は特に認

められなかった。 

 同写真⑥は本工法特有のＰＣリングの設置状況である。

ＰＣリングの設置は、杭頭周辺の捨てコンクリートのレ

ベル精度に依存するが、当該現場の精度は良く、短時間

に設置することができた。また、⑦～⑫は一連の引張定

着筋設置状況と最終仕上げ状況であり、⑥を加え本工法

に特有な工程であるが、半日程度の作業であった。 

5 まとめ 

 一連の施工実験を実施した結果、杭頭部がシンプルで

施工性の良い杭頭半固定を構築できることを確認した。 
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写真１ 施工実験３における施工手順及び状況 

①杭鉄筋かご組立 ②杭鉄筋建込 ③杭頭部のハツリ ④杭頭部の仕上ハツリ 

⑤杭頭処理の完了 ⑥ＰＣリングの設置 ⑦グラウト練り(現場サイト) ⑧シース内の洗浄 

⑨シース内へのグラウト充填 ⑩引張定着筋の挿入 ⑪杭頭接合部への 
モルタル流し込み 

 

⑫引張軸力対応型 
杭頭半固定の完了 

 

杭整形リング 
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